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東野リキュールの本格梅酒
二人で仲よく梅酒を造り精一杯おもてなししています

梅酒蔵

東野リキュール製造場  東野 宏一

吉野川市美郷字川俣５番地５
TEL 0883-43-2216
FAX 0883-43-2212

相続登記 遺言相談 不動産名義変更

もっと快適に、
もっと楽しく。 

トヨタの最小ミニバ
ン

シエンタ

吉野川店
New

吉野川市鴨島町西麻植字麻植市56-28　TEL.0883-24-3171
●定休日 月曜・第2火曜　●営業時間 10：00～18：00（サービス入庫受付は17：30まで）

吉野川市域の変遷

　令和６年 10月１日、吉野川市は市制 20周年を迎えまし
た。吉野川市の市域や地名の変遷をたどると、その時代の
自然、地理、交通、経済、文化、歴史的背景や状況が彷彿
とさせられます。郷土の歴史をふり返り、受け継がれた歴史と伝統を、輝かしい未来に引
き継いでいただきたいと思います。
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薬
物
乱
用
は
、「
自
分
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係
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い
」
な
ん
て
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っ
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ま
せ

ん
か
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で
も
、
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ぐ
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っ
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て
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薬
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薬

物
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す
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部
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だ
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問
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あ
り
ま
せ
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な
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作
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て
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き
ま
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は
っ
き
り
、き
っ
ぱ
り
』
断
る
。

少
し
で
も
迷
っ
て
い
る
様
子
を
見

せ
て
し
ま
う
と
、
ま
た
誘
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　『
話
題
を
変
え
る
、
そ
の
場
か
ら

離
れ
る
』「
そ
う
い
え
ば･･･

」
な
ど

と
話
題
を
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え
て
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い
を
か
わ

し
ま
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離
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。

　『
相
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を
す
る
』
一
人
で
悩
ま
な
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で
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し
ま

し
ょ
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物
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問
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る
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中
に
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濫
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て
お
り
、
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も
た
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は
誘
惑
に
さ
ら
さ
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て
い
ま
す
。
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入
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防
止
に
対
す
る
正
し
い
知
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つ
け
て
、
子
ど
も
た
ち
を
守
り

ま
し
ょ
う
。
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会
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ル
ー
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ら
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法
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目
的
で
、
覚
醒
剤
や
麻
薬
な

ど
薬
物
を
使
う
こ
と
で
す
。
遊
び

や
快
感
を
求
め
る
た
め
に
、
た
と

え
１
回
使
用
し
た
だ
け
で
も
乱
用

に
な
り
、
同
時
に
犯
罪
に
も
な
り

ま
す
。
医
薬
品
に
つ
い
て
も
、
病

気
や
傷
の
治
療
な
ど
の
目
的
以
外

に
使
え
ば
乱
用
に
あ
た
り
ま
す
。

●
薬
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誘
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「
１
回
だ
け
な
ら
平
気
・
人
生

は
経
験
だ
」「
た
だ
の
栄
養
剤
だ

よ
」「
痩
せ
ら
れ
る
よ
」「
み
ん
な

や
っ
て
る
よ
（
や
っ
て
な
い
の
は

キ
ミ
だ
け
）」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

を
薬
物
乱
用
の
魔
の
手
か
ら
守
る

の
は
大
人
の
責
任
で
す
!

●
薬
物
乱
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が
な
ぜ
ダ
メ
か
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薬
物
の
乱
用
は
大
切
な
脳
を
傷

つ
け
ま
す
。
ま
た
、
幻
覚
や
妄
想

が
現
れ
、
周
囲
へ
の
暴
力
、
殺
人

や
強
盗
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
、
重
大

な
交
通
事
故
な
ど
が
引
き
起
こ
さ

れ
、
家
庭
の
崩
壊
、
社
会
秩
序
の

破
壊
な
ど
を
招
く
要
因
に
な
り
ま

す
。断

る
勇
気
が
未
来
を
つ
く
る
!

●
誘
わ
れ
た
ら
ど
う
す
る
？

郡
明治4(1871)年

区設置(行政区画)
平成の町村合併

市制施行
板野郡 西条村字先須賀・四ツ屋

牛島村
麻植塚村
上浦村
山路村
森藤村
内原村
中島村
喜来村
鴨島村
上下島村
飯尾村
敷地村
西麻植村

阿波郡 粟島村字前須賀の一部 明治41(1908)年7.20町制 八幡町
麻植郡 東山村字樋山地
阿波郡 知恵島村 昭和32(1957)年3.31鴨島町へ編入

山田村
川島町
宮島村
桒村
児島村
三ツ島村
学村
山崎村
瀬詰村
川田村
川田山村
種野山村
桁山村
東山村 東山村
別枝山村

平成17(2005)年3.1美馬市

平成16(2004)年
10.1合併

吉野川市

麻植郡 昭和29(1954)年3.31合併
鴨島町

昭和30(1955)年2.11合併
川島町

麻植郡 山瀬村 大正12(1923)年5.5町制　山瀬町 昭和30(1955)年1.1合併
山川町

三山村
昭和30(1955)年1.1合併
美郷村

中枝村中村山村 字二戸､木中､今丸､南二戸、東野々脇､西野々脇 昭和30(1955)年1.1木屋平村へ編入

牛島村

森山村

鴨島村 明治41(1908)年7.20町制　鴨島町

西尾村

大正12(1923)年1.1西尾村へ編入

桒川村 明治40(1907)年10.1町制　川島町

学島村

柿島村大字知恵島

川田村 昭和3(1928)年11.10 町制 川田町

字樋山地、昭和30(1955)年1.1鴨島町へ編入

昭和29(1954)年3.20
牛島村へ編入

八幡村大字粟島字前須賀の一部

東山村字樋山地 昭和30(1955)年1.1鴨島町へ編入

明治22(1889)年
10.1市町村制

明治・大正・昭和　町制施行・編入 昭和の町村合併

一条村大字西条字先須賀・四ツ屋 大正12(1923)年2.11町制 一条町
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